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・OSS版Payara Server 4(Java EE 7)のメインサポートが2022年3月末

↓Ver3.3cより

OSS版はJakarta EE 8に対応したバージョンPayara Server 5へ切替
Interstage版もJakarta EE8に対応したバージョンInterstage V13へ切替

当資料は、Java EE 7からJakarta EE 8に変更に伴うアドオン開発の変更、
留意事項を説明します。

背景



留意事項１(#31659)
現象
JSFでSelectItemによるチェックボックス、ラジオボタンを利用している箇所で、ItemValueがLongのSelectItemをBeanのプロ
パティにバインドしている場合にプログラム内でjava.lang.ArrayStoreExceptionが発生する場合がある。
原因
リストをStringの要素として扱おうとしているが、リストの元データは選択肢がLongのSelectItemで、JSFのバインディングによっ
て、DTO内の要素データがStringでなくLongのリストになってしまっているためにエラーが発生する。
修正例（修正前）
List.toArrayでStringの配列を作成しているが、Listの要素がStringではなくLongであるためにArrayStoreExceptionが発生。

修正例（修正後）
List.toArrayを利用せずに、リスト内のLongをStringに変換してから扱うように修正



留意事項２(#32730)
現象
JSFでajax(richfacesのajax4jsfを利用)処理を行っている箇所でjava.lang.NullPointerExceptionが発生する場合がある。
スタックトレース例

原因
richfacesのajax4jsfで提供されている<a4j:queue>コンポーネント含む箇所をajax処理でレンダリングすると
a4j:queueコンポーネントのリソース名がnullであるためにNullPointerExceptionが発生する。※JSF2.3から発生
対処
<a4j:queue>, <a4j:attachQueue>タグを利用しないようにしてください。



留意事項３(#31579)
現象
特定の自作JSFコンポーネントをajaxでレンダリングする際、サーバーの応答(partial-response)がxml整形式でなくパースエ
ラーが発生する場合がある。
サーバー応答をブラウザのデバッグツールで確認した内容

原因
JSFのレンダラ内で、開始タグの対になる終了タグを生成していなかったためにxmlとして整形式となっている応答データが作られ
ていなかった。
対処
開始タグに対応する終了タグが正しく生成されるようにプログラムを修正してください。



留意事項４(#32932)
現象
特定の自作JSFコンポーネントをajaxでレンダリングする際、画面レイアウトが崩れる場合がある。
例 関連情報URLや下部の位置や内容が崩れる

原因
JSFのレンダラ内で、開始タグの対になる終了タグを生成していなかったために最終的に出力されるhtmlがおかしくなっていた。
対処
開始タグに対応する終了タグが正しく生成されるようにプログラムを修正してください。



留意事項５(#32043)
現象
JAX-RSのREST処理を呼び出した際、"java.lang.NoSuchMethodException: Could not find a suitable 
constructor"というエラーが発生する。
スタックトレース例

原因
REST処理をEJBで実装しており、EJBのLocalインターフェースにJAX-RSのアノテーションを指定している場合に発生する。
対処
REST処理をEJBでなくCDIのBeanに移植してください。



留意事項６(#32738)
現象
特定の画面を表示する際に、java.lang.IllegalArgumentExceptionが発生する
スタックトレース例

原因
<h:outputLabel>を利用している箇所でこのタグのfor属性の指定が正しくなかった。
具体的には、以下の様に"capitalStockLeft:0"と指定されていたが、":0"がエラーになっていた。
対処
for属性に指定する際には、HTMLタグ<label for=XXX>と指定してlabelタグ内に<h:outputLabel>を指定するよう修正し
てください。



留意事項７(#32852)
現象
JPAのgetSingleResult()で得た結果を比較で利用している箇所でNullPointerExceptionが発生する場合がある。
原因
"select max() where xxx"のJPQLをgetSingleResult()で発行して結果を受け取る場合、where句で指定している条件
に合致するデータが存在しない場合、payara4では0が返却されていたのに対して、payara5ではnullが返却されるため、その後
の比較でNullPointerExceptionが発生していた。
対処
条件に合致するデータの場合はnullが返却されることを前提としてプログラムを修正してください。



留意事項８(#33347)
現象
JSFのSelectItemを利用しており、SelectItemの生成に new SelectItem(Long, String)のように、value に Long を利用
しているが、クライアントから受け取った選択値を String として利用しているようなコードがあった場合、ClassCastExceptionが
発生する。
原因
定義の型と引数の型が不一致のため。
対処
型を合わせてください。（ new SelectItem()のvalueに Stringに変換した値を指定する )



留意事項９(その他)
現象
アプリケーションで、OpenJDKで利用できないJavaの機能を利用している場合、NoClassDefFoundErrorが発生する。
スタックトレース例

原因
InterstageはOpenJDKベースのJava8に変更されているため、以下のような機能は利用できません。
例
Appletのブラウザプラグイン, Java Web Start, JavaFX, Derby DB等
対処
OpenJDKで利用できないJavaの機能を利用している場合はアプリケーションを移行してください。


